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平
成
三
年
度

決
算

報
告

（2）

　
平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
九
日
か
ら
の
第
一
一
一
回
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
一
十
『
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
￥
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
平
成
一
一
一
年
度
に
入
っ
た
お
金
、
使
っ
た
お
金
に
つ
い
て
、
町
の
財
政
の
状
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
か
な
が
ら
減
少
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
の
要
因
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
や
町
債
等
が

　
平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、
入
っ
た
お
金
（
歳
入
）
が
、
三

七
億
五
九
四
三
万
九
〇
六
七
円
、
使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
が
、
三
五
億
四
二
二

万
一
五
〇
〇
円
で
、
実
質
収
支
は
、
二

億
五
五
一
二
万
七
五
六
七
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
前
年
に
比
べ
て
一
億
六
八
○

八
万
三
九
七
五
円
、
四
・
三
％
の
減
少
、

歳
出
は
二
億
五
七
五
二
万
七
六
七
四
円
、

六
・
八
％
の
減
少
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
わ

減
少
し
た
た
め
で
、
歳
出
に
つ
い
て
は

農
林
水
産
業
費
・
教
育
費
な
ど
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
　
　
入

　
歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
の
は
町
税
で
、
全
体
の
四
三

・
O
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

町
民
税
一
七
・
六
％
、
固
定
資
産
税
二

一
・
五
％
で
、
残
り
の
三
・
九
％
が
軽

自
動
車
税
な
ど
で
す
。
次
が
地
方
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

税
で
二
三
・
七
％
、
続
い
て
県
支
出
金

の
一
一
・
○
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
増
減
率
で
は
、
国
庫
支
出
金
が

五
六
・
七
％
と
大
き
く
減
少
し
て
い
ま

す
。

◎
町
税

　
町
税
の
決
算
額
は
一
六
億
一
七
四
三

万
七
八
七
七
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
・
一
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
税
の
う
ち
町
民
税
は
、
他
の
税
目

が
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
三
・
七

％
と
減
少
し
て
い
る
た
め
、
町
税
全
体

で
は
二
・
一
％
増
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

◎
国
庫
支
出
金

　
国
庫
支
出
金
の
決
算
額
は
五
三
六
八

万
七
六
五
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
七
〇

一
六
万
五
四
二
二
円
、
五
六
・
七
％
の

大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
前
年
度
に
あ
っ
た
北
小
学
校

一般会計歳入・歳出の推移
●　億円

　　　　　40r

匡］歳 入

』演一

鐸難

睡璽歳 出
　一嚢

蠣
暴織、懸
醸蕪

iiヒ1

、難葬藤

野 謙灘熱

　叢灘
難難、

灘簸纒

鎌

繕
、
辮
！
蒙
灘

　ii灘
｛謙

極 聴 灘難欝

謹1肺 i灘簸
叢鑛

繋、、鐵

　灘

　灘欝灘難・

離叢灘

難鍵
鐵嚢

鞭 「「・嘱

嚢纒
轍1騰駿

講
羅

翼講 難藤

難鰹

灘
・辮11

鍵灘

羅

灘灘

　翻　ミ

轍難、㌔

瞬・脳継

　鰍懸…

撚、騰

麗1

欝灘

灘
轟

灘灘
1懸灘灘，嚢

　畦　ヒ

逮
欝

pr葺i 糞欝灘鱗
臨 灘灘

35

30

25

b
露

年度

32元6362



●

●

教　育　費

　　470，286，009円

公　債　費

　　180，494，528円

櫨
　
　
苧
　
　
　
　
　
5
． 1％

そ　の　他

　　494，304，453円
歳　出　総　額

3，504，221，500円

　　　　構成比

　⑭
口Oロ

，　、

oび’　　㊦
　　　　13．4％ 14，196

議　会　費

　　98，982，476円

消　防　費

　　148，395，375円

《鱈
o

　　その他
　　618，832，a59円

繰越金

町税
1，617，437，877円

夢o｛
鯵

4．3％

165，773，868

　　　円

国・県支出金

467、458，063円

歳入総額

　　　円3，759，439，067

　事二∵

　△　ζ
　　　　2．8％

耀

土　木　費

　　438，786，513円

四動、ノ’

　’　シ 地方交付税

889，937，000円

総　務　費

　　446，767，701円

　含’

　、、・“
」・　．。99

1ε．5％ i2．8％

、、　’　ノ

商　工　費

　　9，489，494円

　　6
　　　　ω
　　o　◎
　　　一
　　　　　〇．3％

農林水産業費

　　700，146，228円

　　　　．．　　　●　　●

々1・

　　　　20．D％

衛　生　費

　　245，749，777円

　　　　　7．0％

民　生　費

　　270，818，946円

豆
　
げ
　
’
し
ゆゆ　　4

　　　　　7。7％

校
舎
の
整
備
事
業
補
助
金
が
減
少
し
た

た
め
で
、
児
童
保
護
措
置
費
負
担
金
は

二
五
・
四
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

出

歳
出
決
算
額
の
増
減
率
は
、
六
・
八

％
と
わ
ず
か
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
目
的
別
に
み
ま
す
と
、
農
林
水
産
業

費
や
教
育
費
の
減
少
が
主
な
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
集
落
排
水

事
業
費
（
三
億
三
〇
三
万
四
五
五
八
円
）

を
特
別
会
計
に
し
た
た
め
、
一
五
・
六

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
費
で
は

北
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業
が
完
成
し

た
た
め
、
三
八
・
三
％
と
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
増
加
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
民

生
費
が
児
童
保
護
措
置
費
の
増
に
よ
り
、

衛
生
費
は
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

の
増
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
％
近
く

の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台

風
1
2
号
に
よ
る
災
害
に
対
し
て
、
前
年

度
に
は
な
か
っ
た
災
害
復
旧
費
が
支
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
性
質
別
と
い
う
面
か
ら
み
ま
す
と
、

普
通
建
設
事
業
費
が
前
述
の
北
小
校
舎

増
改
築
完
了
な
ど
に
よ
り
二
四
・
四
％

の
減
少
、
ま
た
繰
出
金
は
、
土
地
開
発

基
金
へ
の
繰
出
金
の
減
に
よ
り
四
二
・

五
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
五
・
五
％
の
増
加
と
な
っ
た
扶
助

費
は
、
保
護
措
置
児
童
の
増
の
た
め
、

補
助
金
な
ど
の
補
助
費
等
は
、
一
部
事

務
組
合
の
負
担
金
の
増
に
よ
り
八
・
三
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

％
増
加
し
て
い
ま
す
。



緑あふれるみんなのまち

況状
人

性質別歳出の

4．4．1現在11，948

平成3年度主要施策概要

　
総
合
振
興
計
画
に
お
け
る
施
策
の
積

極
的
展
開
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

町
の
将
来
像
で
あ
る
「
躍
動
！
夢
と
ふ

れ
あ
い
パ
ワ
フ
ル
2
1
」
に
向
か
っ
て
、

平
成
三
年
度
は
次
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
ま
し
た
。

◎
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
利
便

　
都
市

　
集
落
排
水
処
理
施
設
整
備
や
道
路
橋

り
ょ
う
整
備
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
及
び
補
助
、
熊
谷
南
部
地
域
開
発

の
促
進
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
生
活
に
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る

　
快
適
環
境
都
市

　
地
域
施
設
整
備
、
ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
、

塵
芥
収
集
、
　
「
空
き
缶
」
「
空
き
ビ
ン
」

ゼ
ロ
運
動
、
ゴ
ミ
処
理
容
器
購
入
助
成
、

公
害
対
策
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
施
設

整
備
、
消
防
施
設
整
備
、
防
犯
灯
整
備

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
健
康

　
都
市

　
機
能
訓
練
へ
の
送
迎
車
を
購
入
し
た

他
、
疾
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
推
進
、

母
子
保
健
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
補
助
、

高
齢
者
健
康
づ
く
り
、
訪
問
活
動
、
寝

た
き
り
予
防
対
策
、
在
宅
重
度
心
身
障

害
者
対
策
、
寝
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ

ー
ビ
ス
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
、
老

人
福
祉
対
策
、
児
童
手
当
支
給
、
児
童

措
置
、
保
育
所
施
設
整
備
、
医
療
給
付
、

同
和
対
策
、
社
会
保
健
の
充
実
、
葬
斎

給
付
金
支
給
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま

騰
p
艘

　　　　　　　　　　　　　髄1鮎

し
た
。

◎
ふ
る
さ
と
の
文
化
を
大
切
に
す
る
生

　
涯
学
習
都
市

　
北
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
、
教
育
環
境

施
設
整
備
、
情
報
化
対
応
の
中
学
校
パ

ソ
コ
ン
導
入
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
推
進
、
海
外
視
察
な
ど
の
人
材
育
成

青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
婦
人
部
育
成
、

町
史
編
さ
ん
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

振
興
、
生
徒
指
導
対
策
、
文
化
財
保
護

活
動
、
各
種
研
修
会
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

◎
活
力
に
あ
ふ
れ
躍
動
す
る
自
立
経
済

　
都
市

　
濃
密
型
地
区
農
業
を
目
指
し
野
菜
集

出
荷
予
冷
施
設
整
備
、
大
豆
生
産
流
通

改
善
事
業
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
水
田
高
度
利
用
推
進
、
農
業
制
度
資

金
利
子
補
給
、
地
域
特
産
物
産
業
化
促

進
補
助
、
農
業
被
害
対
策
補
助
、
農
薬

空
中
散
布
、
商
工
会
育
成
、
観
光
の
振

興
、
松
く
い
虫
防
除
、
農
道
整
備
、
農

業
排
水
路
整
備
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

◎
町
民
の
夢
を
大
切
に
し
実
現
す
る
未

　
来
都
市

　
議
会
だ
よ
り
・
広
報
の
発
行
、
庁
舎

等
整
備
、
行
政
バ
ス
の
購
入
、
町
民
文

化
祭
、
人
権
擁
護
相
談
、
統
計
調
査
、

納
税
組
合
の
育
成
・
納
税
思
想
の
普
及
、

住
民
基
本
台
帳
事
務
、
行
政
事
務
の
電

算
化
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

765，307，266円

人 件 費 窪人当り

64，053円

328、287，539円・

物 件 費 1汰当り

27，476円

25，217，632円

維持補修費 1人当り

2，111円

80，618，293円

扶 助 費 1人当り

6，747円

504，646，073円

補助費等 1人当り

42，237円

1，070，153，300円

普通建設事業費 1人当り

89，567円

18，051，402円

災害復1日事業費 1人当り

1，511円

180，445，304円

公 債 費 1人当り

15，103円

390，809，051円

積 点
ユ 金 1人当り

32，709円

140，685，640円

繰 出 金 1人当り

11，775円

●

●

（4）



　　3，362戸

　　11，891人

　　　99・0％

　　7，428㎡

　　5，582㎡

1，847，150㎡

3億2，104万7，825円

2億7，078万9，225円

　5，025万8，600円

2億7，514万4，299円

1億9，065万9，704円

　8，448万4，595円

3億3，500万1，500円

3億円
　　3，500万1，500円

4億8，213万4，675円

4億6，171万1，984円

　　2，042万2，691円

●給水戸数

●給水人口

●普及率
●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年間有収水量

収益的収入及び支出

　水道事業収益

　〔　　営業収益

　　営業外収益

　水道事業費用

　〔　　営業費用

　　営業外費用

資本的収入及び支出

　資本的収入

　〔　　企業債

　　負担金

　資本的支出

　⊂　　建設改良費

　　企業債償還金

　
農
業
用
水
の
水
質
保
全
と
農
村
生
活

環
境
の
改
善
整
備
を
図
る
た
め
、
今
日

ま
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
本
年
度
よ
り
特
別
会
計
と
な
り
、
歳

入
は
、
国
・
県
補
助
金
一
億
八
一
五
〇

万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
二
一
五
〇
万

円
、
町
債
一
億
円
と
な
り
合
計
三
億
三

七
五
万
七
五
七
七
円
、
歳
出
は
、
三
本

地
区
の
管
路
埋
設
工
事
で
管
路
延
長
は

四
九
九
一
m
で
二
億
六
七
六
九
万
七
〇

〇
〇
円
、
そ
の
他
で
三
五
三
三
万
七
五

五
八
円
、
合
計
三
億
三
三
七
万
四
〇
〇

〇
円
で
差
し
引
き
七
二
万
三
〇
一
九
円

を
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

農業集落排水事業

22，257，577円

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費

や
医
療
保
険
制
度
を
取
り
ま
く
環
境
の

厳
し
さ
な
ど
か
ら
、
歳
出
総
額
の
六
九

・
三
％
が
保
険
給
付
費
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
歳
入
総
額
四
億
九
九
六
七
万
七
二
九

〇
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
四
億
四
二
〇

万
八
四
九
六
円
で
差
し
引
き
九
五
四
六

万
八
七
九
四
円
を
残
し
決
算
さ
れ
ま
し

た
。　

内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
は
一
世

帯
当
た
り
一
五
万
五
三
三
八
円
、
一
人

当
た
り
六
万
五
七
九
六
円
納
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
支
払

額
は
、
八
万
七
六
二
二
円
の
支
払
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

保国

その他

出歳

　
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
は
、

同
和
間
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、

対
象
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
改
善
の

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
貸
付
総
数
三
十

三
件
、
そ
の
内
新
築
分
は
二
十
六
件
、

改
修
が
七
件
で
す
。

　
平
成
三
年
度
は
、
新
築
資
金
一
件
の

貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金

　　　歳　入

田丁　　言者

　　　　　　耳又

債　　入

、
五
五
〇
、
○
○
○
円

、
五
二
〇
、
○
○
○
円

七
八
五
円
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
老
人
医
療
費
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
三
年
　
　
忽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
22

度
末
の
受
給
者
は
九
三
五
人
で
す
。
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
48

　
歳
入
合
計
は
四
億
三
七
九
七
万
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

六
一
円
、
歳
出
合
計
四
億
二
三
三
九
万
金
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
臥

八
三
〇
七
円
で
差
し
引
き
一
四
五
八
万
　
支
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
翫

〇
二
五
四
円
を
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。
鼠
－o

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
計

が
医
者
に
か
か
り
町
が
医
療
機
関
に
会

支
っ
た
医
療
費
は
四
億
九
三
二
万
九
〇
別

四
二
円
で
、
前
年
と
比
較
す
る
と
二
●
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健

三
％
の
伸
び
と
な
り
、
歳
出
全
体
の
九
保

六
’
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老

　
受
給
者
一
人
当
り
の
額
は
四
三
万
七

そ）＼

隠他騨識郊金
　　286，301，甑7円

その他

　　　14，069，265円

医療諸費

　　409，329，042円

、
β
－

そ
の
他

合
　
計

四
、
六
〇
〇
、
○
○
○
円

三
九
八
、
五
九
八
円

一
八
、
〇
六
八
、
五
九
八
円

住
宅
資
金
貸
付
事
業
費

　
　
　
　
　
六
、
二
四
六
、

公
債
費

　
　
　
　
一
一
、
五
七
五
、

諸
支
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、

合
　
計

　
　
　
　
一
七
、
八
七
一
、

繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
】
九
六
、

〇
四
二
円

五
八
六
円

○
○
○
円

六
二
八
円

九
七
〇
円

（5）



町長選挙・町議補欠選挙の投票日は
午前7時から

午後6時まで
11月15日（日）

《各投票所》

告
示
日
：

投
票
日
：

開
票
日
：

開
票
所
：

：
十
一
月
十
日
（
火
）

：
十
一
月
十
五
日
（
日
）

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で

：
即
日
開
票
午
後
七
時
よ
り

：
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
…
十
一
月
九
日

選
挙
時
登
録
日
…
…
…
…
十
一
月
九
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は

◎
　
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
六
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
か
た
で

◎
平
成
四
年
八
月
九
日
以
前
か
ら
江
南

　
町
に
住
ん
で
い
て

◎
　
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

　
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

★
転
出
す
る
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

農業総合

センター

㍑

　
町
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
の
前
日
で

あ
っ
て
も
、
江
南
町
か
ら
他
の
市
町
村

へ
転
出
し
て
し
ま
う
と
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
五
カ

所
設
置
し
ま
す
。
各
投
票
区
投
票
所
は

図
の
と
お
り
で
す
。

第一投票所

御正駐在所

コ匹

●町内の各投票所

至川本町

　　　県道富田熊谷線

●●　　 勘　　　至熊谷
●●

，．）捜票区

「、第　1 農業総合センター

・1第　2 江南北小学校体育館

・・第3 板井研修センター

第掌4 江南南小学校体育館

‘…第5 町民　体　育　館

第二投票所

至川本町

　　　県道富田熊谷線

　　江南北小学校’

江南荘

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

っ
て
、
投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な

い
場
合
の
例
外
と
し
て
不
在
者
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
選
挙
人
（
有
権
者
）
が
、
自
分
の
投

　
票
区
域
外
で
職
務
に
従
事
し
て
い
る

　
場
合
（
出
張
な
ど
）

●
選
挙
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

　
事
故
の
た
め
、
町
を
離
れ
て
旅
行
中

　
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅
行

　
な
ど
）

●
選
挙
人
が
、
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
な

　
ど
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
な

　
場
合
。

期
間
十
一
月
十
日
か
ら
十
一
月
十

　
　
　
　
四
日
（
投
票
日
の
前
日
）
ま

　
　
　
　
で

時
　
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
　
　
　
五
時
ま
で

場
　
所
　
江
南
町
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
と
印
か
ん

第三投票所　　　至熊谷

　　　　　　　　　　　器

　　　　　　　　「F

　　　　　　　　　　至小川

●

名
簿
の
縦
覧

　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
か

た
の
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
十
一
月
十
　
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
十
一
月
十
一
日
（
水
）
ま
で

縦
覧
場
所
　
江
南
町
役
場

　
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
得
て
、
町
長

選
挙
・
町
議
補
欠
選
挙
の
打
ち
合
せ
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者

ま
た
は
責
任
者
の
か
た
（
二
名
以
内
）

の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き
　
十
月
十
六
日
（
金
）
午
前
十

　
　
　
　
時
か
ら

と
こ
ろ
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
i

※
　
当
日
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
お

　
渡
し
い
た
し
ま
す
。

第四投票所

「

大沼公園

江南農協

南支所

小原駐在所

町
選
挙
管
理
委
員
会

智
三
六
－
一
五
一
二
内
線
二
二
六

江南町

民体育館

↓．L至箪

（6〕

第五投票所

江南町役場

至小川

　　県道熊谷・小川線



第
六
日
目
メ
ル
ボ
ル
ン
号
シ
ド
一

　
八
時
三
十
分
、
今
日
は
メ
ル
ボ
ル
ン

か
ら
シ
ド
ニ
ー
ヘ
の
移
動
日
の
た
め
ホ

テ
ル
を
出
発
。

　
空
港
に
向
う
途
中
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ヘ
来
て
五
日
目
に
し
て
初
め
て
道
路
工

事
を
見
る
。
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

見
る
の
も
、
こ
こ
二
㎞
く
ら
い
で
あ
る
。

　
九
時
、
メ
ル
ボ
ル
ン
空
港
に
到
着
。

お
よ
そ
一
時
間
の
空
の
旅
で
あ
る
。
空

の
旅
も
今
回
で
四
回
目
の
せ
い
か
、
機

内
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
た
模
様
で
楽
し

そ
う
な
話
し
声
が
聞
こ
え
る
。

　
十
一
時
十
分
、
シ
ド
ニ
ー
空
港
到
着
。

そ
の
後
、
シ
ド
ニ
ー
市
内
視
察
へ
向
け

空
港
を
出
発
す
る
。
空
港
よ
り
東
へ
十

㎞
の
と
こ
ろ
に
「
ボ
ン
ダ
イ
・
ビ
ー
チ
」

が
あ
る
。

　
ボ
ン
ダ
イ
と
は
「
岩
に
砕
け
る
波
」

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
あ
る
。
今
日
は
、

日
曜
日
と
あ
っ
て
、
多
く
の
人
た
ち
が

や
っ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
は
海
水
浴
場

と
し
て
の
整
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、

沖
に
サ
メ
の
襲
来
を
防
ぐ
た
め
の
ネ
ッ

ト
が
張
ら
れ
て
い
た
り
、
旗
と
旗
の
間

に
は
、
救
助
員
が
い
る
。

特
に
目
を
引
い
た
の
が
ト
ッ
プ
レ
ス
の

女
性
が
多
く
、
白
い
砂
浜
に
横
た
わ
り

体
を
焼
い
て
い
る
姿
で
あ
る
。
親
子
連

一
ー

れ
、
カ
ッ
プ
ル
な
ど
大
勢
の
人
々
が
幸

せ
な
休
日
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
十
三
時
十
分
、
ヨ
ッ
ト
の
帆
を
イ
メ

楠届

簾驚

醐輪

i
ジ
し
た
と
い
う
「
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
」

に
到
着
す
る
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
設
計

公
募
は
、
日
本
を
含
む
三
十
二
ヵ
国
二

百
三
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
ヨ
ハ
ン
・
ウ
ッ
ツ

オ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
た
そ
う

で
あ
る
。

　
五
つ
の
ハ
ウ
ス
を
持
つ
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
は
、
十
四
年
の
年
月
を
要
し
、
〕
九

七
三
年
十
月
二
十
日
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

寺田

山中

由勝

治治

王
臨
席
の
も
と
開
館
し
た
そ
う
で
あ
る
。

二
千
七
百
名
収
容
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
、
千
五
百
五
十
名
収
容
の
オ
ペ
ラ
シ

ァ
タ
ー
、
そ
の
他
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
、

映
画
館
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
。

ま
た
、
土
・
日
曜
日
に
は
屋
外
コ
ン
サ

ー
ト
が
数
多
く
開
か
れ
る
と
の
こ
と
。

　
十
三
時
三
十
分
、
周
囲
の
景
色
を
見

な
が
ら
食
事
の
で
き
る
四
十
七
階
の
回

転
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
、
や
は
り
バ
イ

キ
ン
グ
方
式
で
あ
っ
た
。

　
十
四
時
四
十
分
、
再
び
市
内
視
察
の

た
め
レ
ス
ト
ラ
ン
を
出
発
。
車
窓
よ
り

目
に
入
っ
た
の
は
ロ
ッ
ク
ス
（
岩
）
と

い
う
植
民
地
時
代
の
建
物
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
流
刑
者
た
ち

が
大
き
な
岩
を
掘
っ
た
り
、
削
っ
た
り

し
た
住
居
跡
で
あ
り
、
当
時
の
面
影
が

偲
ば
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
町
で
も
自
動
販
売
機
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
な
お
、
信
号
機
は
全
部
縦
形
で
あ
ゆ
、

郊
外
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
交
差
点
が
多
く

目
に
つ
く
。
ロ
ー
タ
リ
ー
交
差
点
は
信

号
機
が
な
く
早
く
て
便
利
だ
が
交
通
事

故
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
二
百
ド
ル

の
罰
金
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
シ
ド
ニ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ハ
ー

バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
は
ポ
ー
ト
ジ
ャ
ク
ソ
ン

湾
を
挾
ん
で
、
市
の
中
心
部
と
北
部
を

結
び
、
オ
ペ
ラ
ハ
ゥ
ス
と
並
び
観
光
の

メ
ッ
カ
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
の
完
成

で
九
年
の
歳
月
が
か
か
り
全
長
一
一
四

九
m
、
道
路
幅
四
十
九
m
、
車
道
八
線

区
、
鉄
道
二
線
区
、
自
転
車
道
、
歩
道

の
四
区
線
に
な
っ
て
い
る
。

　
朝
、
夕
に
な
る
と
こ
の
橋
も
渋
滞
と

な
る
た
め
五
年
前
か
ら
日
本
と
現
地
の

企
業
の
共
同
で
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
建
設

中
、
一
九
九
二
年
の
夏
頃
に
完
成
し
渋

滞
も
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。

　
ミ
セ
ス
・
マ
ッ
ク
オ
リ
i
岬
は
、
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が

見
え
る
丘
で
あ
る
。
こ
こ
は
フ
ィ
リ
ッ

プ
総
督
が
囚
人
や
部
下
を
連
れ
て
初
め

て
上
陸
し
た
場
所
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
夫
人
が
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に

か
か
り
毎
日
毎
日
立
っ
て
海
を
眺
め
て

い
た
た
め
に
部
下
や
囚
人
が
岩
を
椅
子

の
形
に
削
っ
て
夫
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
場
所
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
十
九
時
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て

夕
食
。
大
き
な
ス
テ
ー
キ
、
そ
ろ
そ
ろ

日
本
食
が
恋
し
く
な
っ
て
き
た
、
。

　
二
十
時
三
十
分
、
ホ
テ
ル
に
戻
る
。

　
シ
ド
ニ
ー
の
印
象
は
、
今
や
人
口
三

百
七
十
万
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
、

最
古
の
国
際
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け

て
い
る
町
で
、
水
と
緑
、
そ
し
て
赤
い

瓦
の
家
並
が
実
に
美
し
い
町
で
あ
る
。

ド
ー
バ
ー
ハ
イ
ッ
な
ど
高
級
住
宅
が
あ

り
、
表
通
り
は
き
れ
い
で
ゴ
ミ
一
つ
落

ち
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
キ
ン
グ
ス
ク
ロ
ス
（
繁
華
街
）

な
ど
に
お
い
て
は
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
昼

間
か
ら
ビ
ー
ル
瓶
を
手
に
し
た
酔
っ
ぱ

ら
い
や
タ
バ
コ
を
要
求
す
る
者
も
お
り
、

か
な
り
の
貧
富
差
を
感
じ
、
一
歩
裏
通
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

り
へ
入
る
と
治
安
が
悪
い
と
の
こ
と
。
　
ー



一

蟻
、
、
記

　
食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
サ

ン
マ
は
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
す
。

サ
ン
マ
は
、
秋
刀
魚
と
書
き
ま
す
。

体
長
四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
、
背
の
部

分
が
青
黒
色
で
腹
の
ほ
う
は
臼
銀

色
、
細
長
く
背
び
れ
が
後
ろ
の
ほ

う
に
つ
い
て
い
て
、
刀
に
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う

い
う
字
を
書
く
の
で
し
ょ
う
。

　
サ
ン
マ
の
呼
び
名
は
、
地

方
に
よ
っ
て
実
に
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
サ
イ
ラ
、
サ
エ
ラ
、

サ
イ
レ
、
サ
イ
レ
ン
ボ
ウ
、

サ
イ
ラ
イ
ワ
シ
、
サ
ザ
な
ど
、

珍診▽

最
初
に
サ
の
つ
く
の
が
多
い
の
で

す
が
、
バ
ン
ジ
ョ
ウ
、
カ
ド
な
ど

と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
呼
び
名

が
あ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
サ
ン
マ

が
古
く
か
ら
各
地
で
親
し
ま
れ
、

食
べ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
サ
ン
マ
が
秋
の
味
覚
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
毎
年
秋
に
産
卵
の
た

め
に
千
島
列
島
付
近
か
ら
南
下
を

始
め
、
東
北
、
関
東
の
沖
を
通
過

す
る
こ
の
時
期
に
、
漁
が
盛
ん
に

な
る
か
ら
で
す
。
捕
れ
た
サ
ン
マ

の
二
〇
％
は
生
で
利
用
さ
れ
、
六

O
％
は
冷
凍
と
な
り
、
そ
の
ほ
か

は
缶
詰
な
ど
に
な
り
ま
す
。
冷
凍

物
は
マ
グ
ロ
漁
な
ど
の
エ
サ
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
サ
ン

マ
の
お
か
げ
で
マ
グ
ロ
の
刺
し
身

や
、
す
し
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
ね
。

　
魚
を
食
べ
る
こ
と
は
、
成
人
病

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
も
っ
と
魚
に
親

し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
十
月
は
、
「
食
生
活
改
善
普

　
　
及
運
動
月
間
」
で
す
。
成
人

　
　
病
の
予
防
に
は
、
日
ご
ろ
の

　
　
食
生
活
の
管
理
が
大
切
で
す
。

　
　
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
、

　
　
食
塩
や
脂
肪
摂
取
量
の
コ
ン

　
　
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
注
意
し
た

　
　
い
も
の
で
す
。

9●　／1

磯
ダOo　θ

ノ腎塁

～

「
荒
川
の
未
来
を
語
る
会
」
意
見
発
表
者
の
募
集

　
埼
玉
県
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
荒
川

の
適
正
な
活
用
と
水
害
に
対
す
る
安
全

性
の
向
上
な
ど
の
実
現
の
た
め
に
、
広

範
な
分
野
の
み
な
さ
ん
よ
り
荒
川
お
よ

び
そ
の
沿
川
地
域
に
関
す
る
意
見
を
頂

き
、
こ
れ
か
ら
の
荒
川
お
よ
び
そ
の
沿

川
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
参

考
と
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
入
に
考
え
て
頂
く
場
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

発
表
者
　
約
二
十
名

発
表
時
問
　
約
十
五
分

発
表
日
十
二
月
四
日
（
熊
谷
市
に

　
　
　
　
　
て
行
い
ま
す
。
）

発
　
表

内
　
容

応
募

方
　
法

締
切
り

応
募
者

問
合
せ

ρ
ノ
9
ノ
・
ノ
・
ノ
9
／
9
／
9
／
9
ノ
、
ノ
・
ノ
9
／
9
！
・
！
9
／
8
！
9
／
9
ノ
、
ノ
、
ノ
9
ノ
、
ノ
、
’
・
！
9
ノ
’
！

日

水
質
事
故

時
　
十
月
十
四
日
困

　
　
十
時
～
十
二
時

場
　
所

内
　
容

川
越
市
鯨
井
地
先

（
入
間
川
左
岸
十
二
・
八
㎞

雁
見
橋
下
流
）

荒
川
を
始
め
関
東
地
方
の
河

川
で
は
、
毎
年
、
水
質
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の

様
な
状
況
の
な
か
実
際
に
水

質
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の

円
滑
な
対
応
及
び
水
質
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を

荒
川
と
そ
の
沿
川
に
関
す
る

も
の
を
全
般
と
し
、
地
域
の

特
性
に
あ
っ
た
意
見
を
歓
迎

し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

所
属
団
体
名
の
他
、
発
表
タ

イ
ト
ル
と
内
容
の
要
旨
を
二

百
字
程
度
に
ま
と
め
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

十
月
三
十
一
日
消
印
有
効

県
内
在
住
、
在
勤
者

〒
鋤
　
川
越
市
新
宿
町
一
丁
＋
二

建
設
省
荒
川
上
流
工
事
事
務

所
智
〇
四
九
二
－
四
一
1
0

三
八
○

　
ρ
ノ
ρ
！
8
／
9
ノ
ρ
ノ
9
／
9
／
9
ノ
，
ノ
o
　
　

ノ

対
策

問
合
せ●

訓
練

目
的
と
し
て
水
質
事
故
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
油
の
流
出

を
想
定
し
た
油
流
出
防
止
対

策
訓
練
を
初
め
と
し
て
、
採

水
分
析
訓
練
、
魚
回
収
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見

学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

建
設
省
荒
川
上
流
工
事
事
務

所
管
理
課
君
〇
四
九
二
－
四

上
ハ
ー
上
公
二
⊥
ハ
○

水道の故障．修理は．水道

工事を施工した指定工事店

か、当番の指定工事店へお

願いしてください。

響lii………1：鰹　鵠　蹴一

竃i譲o灘月…の轟当番 黒熟店名
・1「ζ　・

0
、

電挙，誰鐸黒、、

1　・6　・11　・16・21　・26。31 ㈲笠原設備工業所 36－3662
2・7・12・17・22・27 ㈲松本設備 36－5り77
3　・　8　。／3　・18　。23　・28 ㈲カロ藤ポンブ店 36－0310
4・9・14・19・24・29 ㈱光栄建設 36－／052
5・10・15・20・25・30 ㈱コバヤフシ 36－1206

（8）



トピツワス 身近か后話題、ホツト后ニユースきお寄せくだごい。

教育講演会
　9月6日、町民体育館において教

育講演会が行われました。

　この講演会は、児童生徒の健全育

成をめざす活動の一環として行われ

たもので、講師にはラジオなどでお

なじみの無着成恭先生で「現代にお

ける教育問題について」と題して、

約2時間お話していただきました。

　独特のしゃべり口調に熱心に聞き

入る人やペンをとる姿もみられ、228

名の聴集のみなさんは満足そうでし

た。

敬老会で楽しい一日

　9月14日・15日の2日間、江南荘

で敬老会が開催されました。

　長年にわたり社会に尽してこられ

たみなさんを敬い長寿を祝うための

もので、町内65歳以上の入1，430名

のうち846名のみなさんが元気に出

席しました。両日ともに、会場では

歌や踊りに楽しい一日をすごしまし

た。

ノゆ

、
↓
o
す
「
δ
ω

●

●

ω
〇
五
〇
↑

鯉
灘難灘

．網瞳噛鰹1
ト毒讐

七都県市合同防災訓練

　9月1日の防災の日、熊谷スポー

ツ文化公園で第13回七都県市合同防

災訓練が行われました。

　この訓練は、首都圏に大きな被害

を及ぼす地震の発生を想定し、県、

市町村、防災関係機関、住民が合同

で実践的な各訓練を実施し、町から

も約400名が参加し、避難誘導・給

水・仮設トイレ設置・炊き出し・応

急手当・バケツリレー・煙体験など

の訓練を行いました。



来
マ
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
健
康
相
談
へ

み
そ
汁
持
参
者
の
約
六
割

の
人
が
、
塩
分
合
格

　
六
月
～
七
月
に
か
け
て
、
今
年
度
の

新
し
い
事
業
と
し
て
、
移
動
健
康
相
談

（
前
期
）
を
七
会
場
（
下
押
切
、
樋
春

南
・
北
、
御
正
新
田
上
、
塩
、
須
賀
広
、

三
本
）
で
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
内
容

は
、
検
尿
・
血
圧
測
定
・
み
そ
汁
の
塩

分
測
定
そ
し
て
、
健
康
に
関
す
る
相
談

及
び
五
健
体
操
で
す
。

潮
憲
汁
⑳
塩
鯉
調
慮
結
果
－

鰹
瀟
誰
㌧
誉
奨

薪
み
葱
沫
持
参
者
　
姐
人

，
凝
　
　
，
　
　
　
欝
入

　
雛
、
畢
均
濃
度
〕
’
鯉
八
瓢

　
参
加
者
数
の
割
に
は
、
み
そ
汁
を
お

持
ち
に
な
っ
た
人
が
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
塩
分
を
ひ
か

え
る
た
め
に
、
毎
日
は
み
そ
汁
を
作
ら

な
い
家
が
増
え
て
き
た
た
め
で
し
ょ
う

か
。
理
想
の
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
は
、

一
％
前
後
で
す
。
各
字
の
測
定
結
果
は
、

ほ
と
ん
ど
が
合
格
で
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
味
の
濃
い
家
が
あ
り
ま
し
た
。

　
塩
分
測
定
の
感
想
は
？

　
　
・
昧
の
濃
さ
を
数
字
で
表
わ
し
て

　
　
　
も
ら
え
た
の
で
、
良
く
わ
か
っ

　
　
　
た
。

　
　
・
昔
に
比
べ
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
薄

　
　
　
味
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
け

　
　
　
ど
ま
だ
ま
だ
濃
い
ん
だ
ね
。

　
ご
自
身
で
は
薄
味
の
つ
も
り
で
も
、

実
際
測
定
し
て
み
る
と
一
目
で
明
ら
か

な
結
果
が
わ
か
り
ま
す
。

あ
な
た
も
健
康
相
談
へ

来
て
み
ま
せ
ん
か
〃
“

　
さ
て
、
後
期
の
移
動
健
康
相
談
は
、

十
月
～
十
二
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

実
施
内
容
は
、
検
尿
・
血
圧
測
定
・
夏

の
基
本
健
診
結
果
に
も
と
づ
く
相
談
及

び
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
で
す
。
回
覧
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
基
本
健
診
を
受
け
な

か
っ
た
人
も
結
構
で
す
。

☆日程
　　　rβ月1罫豊B 、、拳　　肌密 捻馨　場　名．

10／2日働 柴・千代 柴・千代集会所

6日（火） 成沢上・パークシティ 保健センター

13日（火） 成沢下 成沢会議所

11／10日（火） 野　原 野原集会所

12日（木） 小江川 小江川集落センター

17日（火） 御正新田下 生活改善センター

18日（水） 板　井 板井農業研修センター

12／8日㈹ 上新田 上新田集会所

10日（木） ．ヒ押切 参宮記念館

0
㊥
0
②

　
八
月
九
日
、
第
四
回
町
民
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
六
時
半
か
ら
夜
間
照

明
を
使
用
し
て
ナ
イ
タ
ー
で
大
会
が
行

わ
れ
三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昼
間
と
は
一
昧
違
っ
た
趣
き
の
あ
る

大
会
と
な
り
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
位
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
　
（
敬
称
略
）

▽
一
般
男
子
の
部

優
勝
　
　
新
井
　
安
明

準
優
勝
　
　
平
山
　
　
近

　
三
位
　
野
口
俊
雄

▽
一
般
女
子
の
部

　
優
勝
　
吉
田
ト
シ
コ

準
優
勝
　
　
萩
原
ふ
さ
子

　
三
位
　
高
田
ユ
キ

・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

野
口
　
俊
雄

高
田
　
ユ
キ

吉
田
ト
シ
コ

新
井
　
安
明

（10〕



　なぢんノ

再発見

　　地

r名
縄は
　　語

　　る

　
こ
の
地
名
は
荒
川
に
面
し
た
水
田
と

屋
敷
の
一
角
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
縄
面

・
縄
面
東
・
縄
面
前
と
共
通
す
る
文
字

「
縄
前
」
が
、
地
名
で
読
ま
れ
る
ナ
ー

メ
ン
で
す
。

　
地
形
的
に
は
平
担
な
沖
積
地
に
立
地

し
、
周
囲
は
水
田
の
広
が
る
の
び
の
び

し
た
景
観
を
し
て
い
ま
す
。
伝
承
・
記

録
に
つ
い
て
は
未
確
認
の
点
が
多
い
の

で
す
が
荒
川
の
洪
水
に
た
び
た
び
水
田

が
流
さ
れ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
そ
の

土
地
や
、
荒
地
を
新
に
開
墾
さ
れ
た
時

「
検
地
」
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
押
切
村
の
検
地
は
延
享
年

間
（
一
七
四
〇
年
代
）
と
比
較
的
新
し

い
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
新
田

開
発
に
際
し
て
、
再
度
行
わ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
地
名
辞
典
に
よ
る
と
「
ナ
メ
」
は
、

な
め
ら
か
、
湿
っ
た
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
田
と
付
い
て
ナ
メ
タ
と
し
た
場
合

泥
田
の
意
味
と
な
り
ま
す
。
ま
た
文
字

の
通
り
ナ
ワ
と
メ
ン
が
詰
っ
た
と
す
る

と
縄
面
は
、
本
来
「
縄
免
」
で
あ
っ
て

検
地
と
い
う
、
国
土
調
査
と
税
務
調
査

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
制
度
と
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
地
名
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　
検
地
は
、
土
地
一
筆
毎
に
測
量
し
、

場
所
（
小
字
地
名
）
・
地
目
・
面
積
・

面
」

●
第28話

等
級
（
上
・
中
・
下
等
）
・
生
産
高
（
石

高
）
を
明
ら
か
に
し
、
耕
作
者
（
納
税

者
）
を
定
め
登
録
し
た
調
査
書
で
す
。

こ
の
検
地
帳
は
水
帳
と
も
い
い
、
土
地

台
帳
と
課
税
帳
簿
の
役
割
を
合
わ
せ
持

ち
、
農
村
支
配
の
基
礎
帳
簿
と
し
て
常

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

村
を
単
位
と
す
る
土
地
と
住
民
の
支
配

が
定
ま
り
ま
し
た
。
何
万
石
と
い
う
大

名
、
旗
本
の
領
地
は
こ
れ
ら
の
村
の
生

産
高
を
合
計
し
た
も
の
で
す
。
租
税
と

し
て
負
わ
さ
れ
た
年
貢
は
、
農
民
一
人

毎
で
す
が
、
確
実
に
収
納
さ
せ

る
た
め
村
請
制
と
し
村
全
体
の

連
体
責
任
と
し
ま
し
た
。
名
主

の
家
に
残
る
「
名
寄
帳
」
は
、

課
税
の
た
め
農
民
の
持
つ
土
地

を
個
人
別
に
ま
と
め
た
帳
簿
で
、

年
貢
を
一
人
毎
に
負
わ
せ
る
事

務
を
容
易
に
行
う
た
め
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
記
載
欄
に
は
農
民

の
確
認
印
や
署
名
が
み
え
、
農

民
の
生
活
を
左
右
す
る
重
要
書

類
で
あ
っ
た
こ
と
が
忍
ば
れ
ま

す
。
実
際
の
測
量
に
は
間
縄
と

い
う
長
さ
十
間
（
十
八
m
）
の
　
懸
麟
ξ

麻
・
し
ゅ
ろ
製
の
縄
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
検
地

を
行
う
こ
と
を
「
縄
打
」
と
も

い
い
、
検
地
帳
を
「
水
帳
」
と

も
呼
び
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
最
初
に
測
量
し
た
場
所
、
つ
ま
り
縄
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
に
は
「
打
出
」
　
一

の
地
名
が
残
る
こ
と
が
あ
り
、
樋
春
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

御
正
新
田
に
「
北
内
手
」
　
「
新
屋
敷
内
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

手
」
が
み
え
ま
す
。
お
そ
ら
く
縄
面
は
　
一

縄
免
で
あ
り
、
検
地
の
結
果
、
縄
余
り
一
一

に
な
っ
た
場
所
の
こ
と
で
、
余
剰
地
だ
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
わ
ば
免
税
地
で
、
こ
の
よ
う
な
特
典
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
検
地
を
援
助
し
た
地
元
有
力
者
や
寺
　
一

社
に
与
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
す
。
ま
た
、
免
は
年
貢
額
自
体
を
さ
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

す
の
で
、
検
地
を
行
っ
た
こ
と
や
、
年
一

貢
額
が
定
っ
た
こ
と
へ
の
記
念
的
意
味
一
一

を
込
め
て
呼
ん
だ
こ
と
も
推
定
で
き
る
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

彗
㏄

…
艮
綜
、
脾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　〇　　　　〇　　　一　　一　一一

　
八
月
二
日
、
県
民
総
合
体
育
大
会
江

南
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
中
央

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
御
正
坂
上
チ

ー
ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
以
上
）

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
出
場
チ
ー
ム

御
正
坂
上
、
千
代
、
上
新
田
、

上
押
切
、
小
江
川
、
樋
春
北
、

成
沢
、
中
央
ク
ラ
ブ

野板
原井

、　　、

・
決
勝

中
央
ク
ラ
ブ
益
し
・
御
正
坂
上

　
　
　
　
　
　
　
2

江
南
山
の
会
か
ら
お
知
ら
せ

　
江
南
山
の
会
で
は
、
次
の
と
お
り
計

画
し
て
い
ま
す
。
紅
葉
を
見
な
が
ら
大

自
然
に
ひ
た
り
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
十
月
十
七
日
D
～
十
八
日
印

　
紅
葉
の
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ

〇
十
一
月
十
四
日
D
～
十
五
日
団

　
紅
葉
の
両
神
山
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
希
望
者
は
、
江
南
山
の
会
事
務

局
へ
　
　
　
　
代
表
　
大
島
敬
治

　
　
　
　
　
　
費
三
六
－
五
四
五
五

（11）
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●

医療福祉相談会

　病気や障害を負うと、健康的なと

きはなかったような心配ごとが色々

おこってくることがあります。

　そんな患者さんや、家族の皆さん

のかかえるさまざまな問題を、福祉

の専門的な知識や技術を用いて、よ

りよい解決の糸口をみいだしていく

のが医療ソーシャルワーカー（相談

員）の仕事です。

日時平成4年11月8日（日）

　　　午前10時～午後4時

場所熊谷市八木橋百貨店7F広場

相談料無料
問合せ　㈹埼玉県医療社会事業協会

　　　事務局　ao48－824－2m
　　　内線2636

きますので、役場の国民年金係に届

出が必要です。

◆届出が遅れると、こんなに不利

　第3号被保険者としての届出が2

年以上遅れると、2年以前は未納と

して取り扱われ、将来年金がもらえ

なくなったり、少なくなったりしま

す。まだ、届出が済んでいない人は、

いますぐ手続きしてください。

10：00～10：15　野原・木村善之助

　　　　　　様宅北側
10：25～10＝35　江南町農協南支所

10：40～10：50　板井・小林商店前

11：00～11：10　三本・あずまや前

11：15～11125　江南町農協本所

11＝30～11：45　御正新田中島商店東側

11：50～12：00　江南町役場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パスポートが変わります〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　戦後強制抑留された皆様へ　　　　　平成4年11月1日申請分から全国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慰労品贈呈　　　　一斉に・機械読取式旅券「MRP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Machine　Read－able　Passport）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平和祈念事業特別基金では、戦後、　　　　となります。また手数料も8，000円か

　　　　　　　　　　　　　　　　　旧ソ連邦またはモンゴル国の地域に　　　　ら10，000円になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　おいて強制抑留された人、または、　　　　　これにより申請に必要な書類のう

　　　　　　　　　　　　　　　　　そのご遺族に内閣総理大臣名の慰労　　　　ち次の二点が変わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　品（書状・銀杯）を贈呈しておりま　　　　1．申請書の様式が変わります。今ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　す。また、これらのみなさんのうち　　　　　での申請書は使えませんのでご注

　　　　　　　　　　　　　　　　　年金恩給や公務員の共済年金などを　　　　　意ください。新様式は、写真貼付

　　　　　　　　　　　　　　　　　受給されていない人には、慰労金（10　　　　欄の下にパスポート用のサインを

　　　　　　　　　　　　　　　　　万円）が支給されます。　　　　　　　　　　予めするようになっています。こ

圏回囮弊期限は平成5年3月31日までで幣奪9搭嚢膿変万
　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　平和祈念事業特別基金　　　　　　　ます。
　お済ですか種別変更届　　　　　　　　業務第二課　　　　　　　　　2．提出して頂く写真が縦4．5cm×横

年金は他人まかせではだめ！　　　　　　〒112東京都文京区大塚5－3－13　　　3・5cm1枚となります・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行03－3945－4703・4707　　　　　代理申請をする人は、予め申請書

　サラリーマンのご主人に扶養され　　　　◎請求書類は、県・役場住民課の窓　　　　を手に入れる必要がありますので下

ている奥さん、国民年金の第3号被　　　　口にも置いてあります。　　　　　　　記のところで求めてください。

保険者としての届出はお済みですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈申請書などの設置場所〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　子犬など不用犬の巡回収集
◆国民年金加入の人も届出が必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県庁（県民案内室）、各地方県民セ

　人生には、いろいろな節目があり　　　　日　時　10月26日（月）　　　　　　　　　　ンター、川口、朝霞、所沢、飯能、

ます。結婚・就職・退職・離婚・死　　　　午前9：30～9：40　大坂農業数育セン　　　　越谷の各県税事務所、役場住民課

別などそのつど、国民年金の種別が　　　　　　　　　　　ター入口　　　　　　　問合せ　埼玉県パスポートセンター

変わり、保険料の納付方法が違って　　　　　　9：45～9二55静簡院入口　　　　　　　　　　8048－647－4040
xx．〉＜N＿、・xx・ヌ、x、N＾×一×一x翼N一×一〆××．N。xx、××××yx激巌xx×’x．⊃傘一、x二沢一x＞《－x二x＞く〆・＞＜〆・×二Nヌ＞“γ・汽》’×♪く＞ぐ窟x　

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　鬼屠ほ
む
ず
き

鬼
灯
と
鎌
を
荷
か
ご
に
野
良
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
米
子

な
か
な
か
に
鬼
灯
の
音
の
さ
だ
ま
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

鬼
灯
の
色
あ
ざ
や
か
に
野
辺
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

千
灯
の
供
養
九
月
の
風
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

大
け
や
き
巨
人
に
見
へ
る
葉
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

紫
苑
咲
き
母
へ
の
憶
い
深
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

鬼
灯
を
剥
き
み
、
る
ま
ま
に
見
惚
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

鬼
灯
の
熟
れ
て
結
界
照
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

笹
山
の
笹
の
葉
づ
れ
も
葉
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

一
心
に
子
は
鬼
灯
の
種
を
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

格
子
戸
に
人
の
影
濃
き
九
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

し
み
じ
み
と
父
偲
ば
せ
る
九
月
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

紅
鬼
灯
夢
が
詰
ま
っ
て
お
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

た
．
・
一
つ
生
り
し
鬼
灯
い
と
ほ
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

俳
句
会

⑳

ε
う
を
勘

叢
噛
σ
驚
ヨ
聾
謡
α
5

（
9へ

窒

o

畷堀，，

作
物
の
あ
へ
な
く
倒
れ
野
分
か
な
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子
　
ー

亡
母
植
へ
し
墓
の
鬼
灯
赤
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

つ
つ
が
な
く
八
十
路
迎
ふ
る
葉
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

若
き
日
の
想
い
膨
ら
む
九
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

鬼
灯
を
鳴
ら
し
つ
孫
を
あ
や
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

暦
ま
た
一
枚
め
く
り
九
月
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

鬼
灯
を
親
子
で
鳴
ら
せ
し
日
の
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

鬼
灯
に
思
い
出
あ
り
ぬ
母
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

鬼
灯
を
鳴
ら
し
た
過
ぎ
し
日
偲
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

鬼
灯
は
一
度
植
へ
れ
ば
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

遠
き
日
の
少
女
鬼
灯
鳴
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

学
童
の
肌
み
．
く
ま
し
く
九
月
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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情報パリウム，1…

　農林学級（10月・11月）

、灘懸臼・ 内・　容 欝蓉闇
％日（日） 親子で育てるプ 午後1時30分

ランターイチゴ

15日（木〉 豆の料理 午前10時

18日（日） サツマイモの収穫 午後1時30分

21日（弱 ひょうたんの製作 午後1時30分

22日（木） ジャムづくり 午前10時

23日（釦 木工工作室開放 午前10時

25日（日） サッマイモの収穫 午後1時30分

28日（水） 木工小物棚 午前10時

％日（日〉 木工鉛筆立て 午前10時

男日（日〉 木工鉛筆立て 午後1時30分
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6日（火） 盆栽（松）の手入れ 無　　料

13日（火） マユ工芸を楽しむ 〃

15日（木） 農薬の上手な使い方 〃

21日（水〉
フラワーデザインを 2，500円

楽しむ

29日（木） 植物写真の撮り方 無　　料

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　費83－2841

長寿社会フォーラム

　　埼玉）92にご参加を

　県では、“くいしんぼう万歳”で

おなじみの俳優・渡辺文雄さんをお

招きして、「長寿社会フォーラム埼

玉’92」を開催します。

日時11月7日（土）

　　　午後1時～4時30分
場所熊谷市立文化センター
　　　熊谷市桜木町2－33－2
内　容　・講演　渡辺文雄（俳優）

　　　・さいたま“いきいき”活動

　　　　報告など

入場無料
申し込　10月1日（水）～20日（火）までに

方法電話か葉書で、〒336浦和
　　　市高砂3－15－1　埼玉県高齢

　　　化社会対策室　8048－824
　　　2111内線2505、2506まで
　　　お申し込みください。

　海外視察研修参加者募集

　　　　　　　　ロ　　　～ヨーロツノ、～
　ふるさと創生事業の一環として平

成2年度より始められた海外視察研

修事業が、今年度もつぎの要領で実

施されます。

　この事業は、国際化が進む今日、

町民に国際的な視野及び知識を身に

つける機会を設け、研修で得た経験

をいかして、地域のリーダーとして

町づくり、人づくりを推進する人材

を育成することを目的に、ヨーロッ

パを研修地として派遣するものです。

◎研修期間

　平成5年1月27日～2月3日（予
　定）8日間

◎研修地

　ヨーロッパ（ドイツ・フランス）

◎研修内容

　自然環境、住民生活、教育文化、

　産業経済、スポーツなど

◎参加資格

　江南町に住んでいる20歳以上の人

　（学生を除く）で、帰国後、研修

　の成果を積極的にいかし、町行政

　に取り組む意欲があると認められ

　る人。

◎派遣人員　若干名

◎募集の締切　10月23日（金）

◎選考と決定

　応募者の中から、江南町人材育成

　推進協議会で選考・審査・決定し

　本人に通知します。

◎費用の負担

　町が事業に要する費用の一部を補

　助します。補助額は、費用約40万

　円（交通費、保険料等）の3分の

　2とし、個人負担は14万円程度に

　なります。但し、渡航手続きにか

　かる費用や諸雑費は別に個人負担

　となります。

◎応募方法

　希望者は、役場企画課にある海外

　研修参加申込書に必要事項を記入

　のうえ、申し込んで下さい。
◎問い合せ

　役場企画課　智36－1521内線221
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千板　小小小小押蔽
　　塩江江江江　　称
　　　　　　　　　　略代井　川川川川切＿
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町民のうごき

6月7月8月9月

●

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
八
月
中
届
出
　
　
　
（
　
）
内
保
護
者

三
　
本

　
　
　
た
く
ろ
う

奥
野
　
卓
郎
　
　
二
男
　
　
（
美
夫
）

押
切

　
　
　
か
　
す
み

　
松
井
　
香
澄
　
　
長
女
　
　
（
祐
三
）

樋
春

　
福
田
ひ
と
み
　
　
二
女
　
　
（
雅
晴
）

小
江
川

　
　
　
ま
さ
　
き

　
野
口
　
将
希
　
　
二
男
　
　
（
訓
男
）

板
井

　
飯
塚
　
緑
昏
　
　
長
女
　
　
（
恭
弘
）

　
篠
場
舞
長
女
（
成
男
）

9月1日　現在

人　口

男
女

世帯

12，083

5，963

6，120

3，417

十4

十6

－2

十1

平成4年　救急出動状況

救急出動状況 8　月 「累　計

交　　　　　　　通 7件 44件

一　　般　　負　　傷 2件 12件

急　　　　　　　病 8件 85件

そ　　　の　　　他 1件 13件

合　　　　　　計 18件 154件
（13）



　　　　ゆう　　へい
大久保裕平ちゃん
　平成3年10月15日生

　大久保昌也・美幸さんの

長男（11ヵ月）　　野　原

　笑ったり、泣いたり、お

こったり、食べたりといそ

カfしい1まく。

　でも、一番好きなのは、

音楽に合わせて踊る事。

　　　　ゆ　　　き
小此木　祐　紀ちやん

　平成4年1月17日生
　小此木治夫・千恵子さん

の二女（8ヵ月）　千　代

　笑うと目がなくなってし
まうユキ。お兄ちゃんお姉

ちゃんは大きいので、家族

みんなのいいおもちゃにな
っています。

　明るく元気に育ってほし
いです。

　　　　さ　　　え
福島紗依ちゃん
　平成3年12月13日生

　福島英之・京弓さんの

長女（9ヵ月）　樋春
　お散歩、お風呂、大好き

娘。でも一番好きなのは、

イタズラかな？

　健康で心のやさしい女の

子になってネ！’
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．
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　　　　　　いつき
嶋田　樹ちゃん
　平成3年10月8日生

　嶋田健一・すみ子さんの

長男（11ヵ月）柴
　いたずら盛りの樹のまわ

りは、いつも笑顔がいっぱ

いです。

　素直な、思いやりのある

子に育ってほしいです。
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▼
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方

囹
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
小
房
に
分
け
、

か
た
ゆ
で
に
す
る
。

囹
し
め
じ
は
、
妙
め
、
だ
し
汁
で
味
つ

け
を
す
る
。

囹
冷
凍
コ
ー
ン
は
、
熱
湯
で
も
ど
し
、

ハ
ム
は
短
冊
切
り
に
す
る
。

幽
バ
タ
i
又
は
、
マ
ー
ガ
リ
ン
を
敷
い

た
耐
熱
皿
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ハ
ム
、

コ
ー
ン
、
し
め
じ
を
ま
ぜ
て
並
べ
る
。

幽
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
卵
黄
、
だ
し
汁
、
塩
、

こ
し
ょ
う
を
ま
ぜ
合
わ
せ
前
述
囹
に
か

け
、
パ
ン
粉
を
ふ
る
。

圃
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
こ
げ
目
が

つ
く
ま
で
焼
く
。

　
●

　
頭
で
は
黛
か
っ
て
い
る
の
に
実
行
が

伴
わ
な
い
と
い
う
の
が
減
塩
。
日
本
人

の
食
塩
摂
取
量
は
、
こ
の
と
こ
ろ
ま
た

増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
大
き
な
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
が
外
食
。
例
え
ば
、
天
井
一
人
前

の
食
塩
量
は
四
・
一
グ
ラ
ム
、
ラ
ー
メ

ン
六
・
○
グ
ラ
ム
、
お
で
ん
六
・
七
グ

ラ
ム
と
い
う
よ
う
に
、
一
般
に
外
食
メ

ニ
ュ
ー
は
食
塩
量
が
多
く
、
一
食
で
一

日
の
摂
取
量
の
目
安
で
あ
る
十
グ
ラ
ム

の
半
分
を
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ト
ン
カ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の

揚
げ
物
に
も
、
し
っ
か
り
下
味
が
つ
け

て
あ
る
の
で
、
知
ら
な
い
間
に
塩
分
を

取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
衛
手
段
を
い
く
つ
か
1

1
。
①
ラ
ー
メ
ン
な
ど
め
ん
類
の
汁
、

定
食
の
汁
も
の
の
汁
は
必
ず
残
す
。
②

フ
ラ
イ
な
ど
は
直
接
衣
に
ソ
ー
ス
を
か

け
ず
、
別
皿
に
と
っ
て
つ
け
る
。
③
塩

焼
き
の
魚
は
、
皮
を
と
っ
て
食
べ
る
。

④
刺
し
身
、
握
り
寿
司
な
ど
は
な
る
べ

く
ワ
サ
ビ
を
き
か
せ
し
ょ
う
ゆ
は
控
え

め
に
。

　
こ
ん
な
こ
と
で
も
、
積
み
重
な
れ
ば

減
塩
に
な
る
の
で
は
…
…
。

（1の




